様式第10号の5(第16条関係)
　その1
	産業廃棄物

特別管理産業廃棄物
	の運搬実績報告書(令和元年度)


―収集運搬業―該当しない方を二重線で消す。

年　　月　　日　
[bookmark: _GoBack]
　　鳥取県西部総合事務所長　様
報告者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　提出先ごとに下記のとおり記載してください。
県庁循環型社会推進課へ提出：鳥取県知事
中部総合事務所へ提出：鳥取県中部総合事務所長
西部総合事務所へ提出：鳥取県西部総合事務所長


住所　米子市××町１番地　　　　　　　
氏名　株式会社◯◯　　　　　　　　　　
代表取締役　△△　△△　　　　　
(法人にあっては名称及び代表者の氏名)　　　
電話番号　０８５９－◯◯－◯◯◯◯　　　　
　　令和元年度の産業廃棄物の処理実績について、廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行細則第16条第4項の規定により、次のとおり報告します。
	1　許可の種類
	産業廃棄物収集運搬業（積替え保管あり）
	2　許可年月日
	平成30年３月３日
	3　許可番号
	０３１１４１２３４５６

	4　積替え又は保管の場所の所在地
	　米子市○○町１２３番地

	5　処理月

	6　産業廃棄物の種類
	7　運搬方法

	8　受入量

	9　運搬量

	10　積替え保管施設での保管量(各月末時点)

	4月
	木くず
	車輌
	０．５ｔ
	０．５ｔ
	０ｔ

	5月
	木くず
	車輌
	１．５ｔ
	１ｔ
	０．５ｔ

	6月
	木くず
	車輌
	２．５ｔ
	２．８ｔ
	０．２ｔ

	　・・・・

	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　積替え保管場所ごとに、各月の状況を記載してください。
※報告内容は、「鳥取県産業廃棄物処理施設の設置に係る手続きの適正化及び紛争の予防、調整等に関する条例」第25条で整備する閲覧用の帳簿に記載する内容と同じものですので、当該書類の内容を転記してください。

	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　


　注　1　この報告書は、前年4月1日から3月31日までに処理した産業廃棄物の量(積替え又は保管を伴うものに限る。)を記載して6月30日までに提出すること。単位はt又はm3とすること。
　　　2　この報告書は、積替え又は保管の場所の所在地ごとに作成すること(鳥取市内に所在するものを除く。)。
　　　3　7の欄は、運搬の手段(車両、船舶等)を具体的に記入すること。
　　　4　4の欄から10の欄までの項目について、これらと同じ内容を記載した書類の写しを添付した場合は、記載を省略することができる。
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	　別紙のとおり

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　「別紙のとおり」と記載していただき、本報告書と同様の項目を記載した書類※を添付していただいても構いません。
※書類の例：「鳥取県産業廃棄物処理施設の設置に係る手続きの適正化及び紛争の予防、調整等に関する条例」第25条で整備する閲覧用の帳簿の写しなど

	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　

	　
	　
	　
	　
	　
	　


　注　1　この報告書は、前年4月1日から3月31日までに処理した産業廃棄物の量(積替え又は保管を伴うものに限る。)を記載して6月30日までに提出すること。単位はt又はm3とすること。
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